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第 1回日本放射線医療技術学術大会　 

学生会員派遣報告
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沖縄での新たな発見
金沢大学医薬保健学総合研究科保健学専攻　小東純也
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はじめに
私は第 1回日本放射線医療技術学術大会に学生派遣
として参加し，「非剛体画像照合研究における 4次元
CT画像の肝臓自動輪郭セグメンテーションの評価」（演
題番号：P109-KM045）という内容で発表いたしました．
発表を通じて，自身の研究内容や発表の仕方などを振
り返ることができ，貴重な経験となりました．また，
さまざまな方々の発表を聴講し，多くの気づきを得る
ことができました．その中から特に印象に残った三つ
の演題についてご報告いたします．

興味深かった演題
一つ目は，藤枝市立総合病院の河井淑裕先生によ
る「Head & neck領域における GTV/CTV propagation精
度の検証」（演題番号：O105-KP020）です．非剛体レジ
ストレーション（DIR）の精度はソフトウェアや手順に
よって異なり，その結果，変形に大きな違いを生じる
可能性があるため，精度を確かめる必要があります．
以前使用されていたものに比べると，新しいソフトで
は，空気を含む領域での過変形が少ないという結果で
した．また，アーチファクトに引っ張られるような過
変形もあまり見られず，軽微な変更を加えるだけで大
半の症例に対応可能なため，臨床使用においてとても
重要な結果だと感じました．ユーザ側でパラメータな
どを設定する必要がなく，過変形を防ぎ，描いたスト
ラクチャを忠実に再現するソフトで，とても便利だと
感じました．この研究では，医師によるコンツーリン
グとソフトで描出した輪郭を比較後，DICE係数や重心
間距離にて精度を確かめていました．私も非剛体レジ
ストレーションに関する研究を行っており，比較方法
に関してとても参考になる発表でした．
二つ目は名古屋セントラル病院の河合良尚先生によ
る「定位放射線治療における CTと MRIの非剛体画像
レジストレーションによる歪み補正の検討」（演題番

号：O105-KP021）です．DIRによる補正により腫瘍の
体積が小さくなったという結果が，とても興味深かっ
たです．私が使用している DIRのフリーソフトウェア
では，ずれ量を定量的に表示することができないので，
河合先生のように，ずれの大きさを数値だけでなく，
図上で色を使って説明されていたことが参考になると
感じました．また，二つの画像で撮影の間隔が大きく
空いてしまうとこのようなずれ量が大きくなる可能性
もあり，そのような場合にも RIRや DIRを駆使してず
れを補正することができると考え，改めてその意義を
認識できたと感じています．
三つ目は，近畿大学大学院医学研究科医学物理学専
攻の平野駿太先生による「放射線治療皮膚マーキング
用の新規水性色素マーカーの開発と評価」（演題番号：
O104-KP016）です．従来のスキンマーカに有害物質が
含まれているため，それに代わるスキンマーカを開発
したという報告でした．使用するマーカは複数種類用
意されていて，実際の治療を想定した視認性の確認も
されていました．スキンマーカは放射線治療の精度を
担保するために広く用いられており，全ての施設で
マーカーレスを進めることはできないため，今後も必
要だと感じています．平野先生が開発した，さまざま
なバリエーションを備えたマーカが今後臨床に用いら
れれば，患者のために見えにくいマーカをあえて使用
できる可能性があります．放射線治療のための視認性
や安全性を担保しつつ，患者の負担を軽減することが
できるため，今後の進展に注目したいです．

おわりに
本大会にて他の方々の発表を聴講することで，知見
を広げることができました．加えて，自身で発表する
ことで，自身の至らない点にも気づくことができ，大
変貴重な機会となりました．今回の経験を今後の研究
や診療放射線技師としての業務に活かしていけるよう
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に，努力を続けていきたいと思います．

謝 辞
最後になりましたが，このたび第 1回日本放射線医
療技術学術大会の学生派遣として選出していただき，
大変貴重な機会をくださった大会関係者の皆様に深く
御礼申し上げます．また，今回の発表に関して，日頃
からご指導いただいている金沢大学の武村哲浩教授，
たくさんのご助言をいただきました金沢大学附属病院
の小島礼慎氏と能登公也氏に深く御礼申し上げます．
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学術大会で広がる視野と今後の課題
福島県立医科大学保健科学部診療放射線科学科　大塚美優
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はじめに
私は，第 1回日本放射線医療技術学術大会に学生会

員派遣として参加し，「マンモグラフィ撮影技術トレー
ニング用ファントムの試作」（演題番号：O155-KP257）
という演題で口頭発表を行いました．発表者として学
術大会に参加するのは 2度目でしたが，全国規模の学
術大会で発表するのは初めての経験でした．地方大会
とは異なる緊張感があり，質疑応答では取り組んでい
る研究内容の臨床現場への還元に向けた貴重な意見を
いただき，研究に対する意欲がさらに高まりました．
会期中は，自身の研究分野に限らず，多分野の研究発
表を聴講し，多くのことを学びました．本報告書では，
特に印象に残った 3演題について報告いたします．

興味深かった演題
一つ目は，東北大学病院診療技術部放射線部門の千
葉陽子先生による「マンモグラフィ品質管理における
AEC性能評価の検討」（演題番号：O155-KP260）です．
本演題では，マンモグラフィ品質管理における AECの
性能評価として，CNR測定に代わり，世界標準的かつ，
JISで規格されている SDNRを用いた測定評価について
検討していました．SDNRと CNRの測定結果には同様
の傾向がみられたことから，AECの性能評価方法とし
て CNRにとって代わるものであると結論づけられてい

ました．マンモグラフィ検査では，病変を早期に，そ
して正確に診断するために，常に高レベルの画像を提
供する必要があり，装置の品質管理が非常に大切です．
そのため，装置の経時的変化や出力の安定性を管理す
る，より適切な方法を検討し，世界基準や JIS規格に合
わせた品質管理を目指していくことが求められている
と学びました．品質管理により，検査の信頼性が高ま
り，患者に安心して検査を受けていただける環境が整
うため，このような品質向上を目指す研究の重要性を
感じました．
二つ目は，愛知医科大学病院中央放射線部の南佳孝
先生による「放射線治療計画 CTにおける撮影方法の標
準化に向けたチャットボットの開発」（演題番号：O226-

HP130）です．本演題では，放射線治療計画 CT時の
セットアップおよび CTスキャンプロトコルの標準化
を図るために，LINEを用いたチャットボットを開発し
たことが報告されていました．LINEという使い慣れた
ツールを用いて気軽に質問ができるという点が非常に
興味深いと思いました．また，質問は随時保存される
ため，どの知識が不足していたのかが可視化され，そ
の後の学習意欲が高まり，教育面にも大いに役立つの
ではと感じました．
三つ目は，中東遠総合医療センター診療技術部診
療放射線室の川瀬俊浩先生による「脳ドック後に発症

Photo 発表の様子
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した認知症患者と健常者の脳ドックMRIで撮像した
ASLを用いた還流情報の比較検討」（演題番号：O117-

KP082）です．本演題では，アルツハイマー型認知症に
関与する慢性的な脳血流の低下を，arterial spin labeling

（ASL）により早期に検出することができると報告され
ていました．超高齢社会に突入した日本では，認知症
患者が増加しており，脳血流の低下を早期に発見し予
防することが重要です．今後の研究結果にも注目して
いきたいと思いました．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加し，さま

ざまな分野の演題を聴講するとともに，機器展示にお
いて医療機器メーカの最新技術に触れ，多くの知識を
得ることができました．また，他の研究者と交流する
ことで刺激を受け，研究や学会参加に対するモチベー
ションがより一層高まりました．さらに，自身の口頭
発表を通じて，研究分野に関するより深い知識が必要
であること，伝え方によって聞き手の理解や共感が異
なること，を痛感しました．そして，他者の発表を聴
講して，研究内容のわかりやすい伝え方も学ぶことが
できました．この経験を今後の研究活動に活かしてい

きたいと強く感じています．

謝 辞
最後になりましたが，この度は第 1回日本放射線医
療技術学術大会の学生会員派遣に選出していただき，
誠にありがとうございました．白石順二大会長をはじ
め，本会関係者の皆様にこの場をお借りして深く御礼
申し上げます．
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放射線医療の未来を支える技術革新への気づき
福島県立医科大学保健科学部診療放射線科学科　岩﨑美怜
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はじめに
私は，2024年 10月 31日～11月 3日に沖縄で開催さ

れた第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加し，「小
児全脳全脊髄照射における scalp-sparingに関する基礎
的検討：—VMATと IMPTの比較—」（演題番号：O143-

KP203）という題目で発表いたしました．今大会では，
放射線治療に関する内容を中心にさまざまな分野の講
演・発表を聴講し，多くのことを学びました．その中
で特に興味深かった 3演題について以下に報告いたし
ます．

興味深かった演題
一つ目は，愛知医科大学病院の南佳孝先生による

「放射線治療計画 CTにおける撮影方法の標準化に向け
たチャットボットの開発」（演題番号：O226-HP130）で
す．LINEを用いて計画用 CTプロトコルの決定の自
動化を実施したという報告です．この報告を聴講した
きっかけは，自分自身が普段使っている SNSで CTプ
ロトコルを決定するという，経験や知識のない私た

ち学生にも理解しやすい手段が開発されていることに
興味を持ったからです．また，医療現場における標準
化の重要性や現場スタッフの業務効率向上に，AIや
チャットボットがどのように貢献できるかという点に
も関心を持ちました．さらに学生である私たちにとっ
て，LINEという身近なツールが医療現場でどのように
役立つのかを知る良いきっかけになりました．このよ
うな報告を通して，私も未来の医療におけるテクノロ
ジーを活用した工夫やその可能性についても考えるこ
とができました．
二つ目は，愛知県がんセンターの青山貴洋先生によ
る「CT，MRI，PET，マンモグラフィ，放射線治療の医
療資源と利用状況に関する国際比較調査」（演題番号：
O156-KP263）です．日本の医療は，世界と比較しても
発達していることは既に理解していたところですが，
実際にモダリティごとや人口に対する国際比較につい
て聴講するのは初めてであり，日本の医療が具体的に
どの分野で強みを持ち，またどの分野で課題が残され
ているかを，データをもとに把握できる大変貴重な調

Photo会場前にて（筆者は右から 2番目）
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査だと感じました．また，こうした国際比較から見え
てくる課題を知ることで，今後の医療の在り方や技術
の進展が求められる分野についても理解が深まり，日
本の医療水準をさらに向上させるための具体的なヒン
トが得られるのではないかと期待しています．さらに
国際的な医療格差をなくす取り組みのきっかけにつな
がるのではないかとも思いました．
三つ目は，東北大学大学院医学系研究科の中島武
琉先生による「進行肺がんに対する深層学習を用いた
自動放射線治療計画の実行可能性」（演題番号：O143-

KP204）です．治療計画には時間と労力がかかるため，
AIを活用することで作業効率を高められる可能性があ
るのではないかと常々感じており，聴講しました．実
際の治療計画と比較しても，AIによる治療計画は遜色
のない結果が得られたとの報告であり，今後実臨床へ
応用されれば，患者の治療期間の短縮や，治療中の腫
瘍の縮小などに対応する速やかな再治療計画の立案な
ど，医療効率の改善が期待できます．一般化されるま
でにさまざまな課題が残されているとは思いますが，
これからの医療を担う者として，こうした AI技術の発
展に積極的に関心を持ち，自分自身もその知識やスキ
ルを身につけていくことが大切だと感じました．
上記三つのほかにも興味深い演題はたくさんありま
した．現地で見逃した演題についてはオンデマンド配
信を視聴し，自身の研究や業務に役立ちそうな情報を
できる限り多く集めたいと考えています．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加すること

ができ，非常に有益な経験となりました．初めての学
会発表ということもあり，未熟で至らない点も多くあ
りましたが，フロアや座長の先生方からいただいたコ
メントやご助言を生かし，今後の研究活動に役立てた
いと思います．また，学術大会に参加して得た知識や
経験を生かすことで放射線医療分野に貢献していきた
いと思います．

謝 辞
最後になりましたが，このたびは第 1回日本放射線
医療技術学術大会への学生派遣に選出していただき誠
にありがとうございました．白石順二大会長，上田克
彦大会長をはじめ，本学会関係者の皆様にこの場をお
借りして深く感謝申し上げます．
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初めての学会発表で得た経験と他の演題発表を聞いて得た学び
藤田医科大学大学院医療科学研究科　大坪宏至
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はじめに
私は，第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加し，

「Cone beam CT検査における回転角度の測定方法の提
案」（演題番号：O120-KP095）という内容で発表を行い
ました．今までは聴講という形で学術大会には参加し
ていましたが，発表者として参加することでこれまで
以上に多くのことを学び，大変貴重な経験となりまし
た．研究内容に加えて，スライドの見せ方や説明方法
についても多くの課題を発見でき，今後の研究活動に
役立てたいと思いました．また，他の先生方の演題発
表を聴講し，さまざまな知識を学ぶことができました．
その中でも特に興味深かった三つの演題について報告

します．

興味深かった演題
一つ目は，国立病院機構埼玉病院の皆川梓先生によ
る「乳児の一般撮影条件が被ばく線量に与える影響評
価」（演題番号：O208-HP038）です．私は一般撮影や放
射線被ばく管理に関心があり，特に小児や新生児のよ
うな感受性の高い対象への放射線の影響に興味があり
ます．この演題は，新生児や乳児の胸腹部撮影におけ
る被ばく線量を評価し，リスク軽減に関する具体的な
提案を行っている点で非常に興味深く感じました．こ
の研究を通じて，撮影方向（APと PA）の違いが臓器線

Photo 会場前にて（右が筆者）
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量や実効線量に大きく影響を与えることを学びました．
特に AP方向では乳房や肝臓，生殖腺への臓器線量が
高くなるため，PA方向での撮影が推奨されるという結
果からは，小児放射線防護の重要性を改めて認識させ
られました．また，付加フィルタを使用することで，
最大 40%程度線量が軽減されることは，実務において
も即座に活用可能な知見であると感じました．この研
究のように，ファントムを用いて臓器線量を定量的に
評価し，リスク軽減策を提案する方法は，放射線防護
の教育や啓発活動において非常に有用だと思いました．
結果を基にリスク軽減策を具体的に提案する姿勢は，
今後の研究においても積極的に採用したいと思います．
二つ目は，札幌東徳洲会病院の佐藤浩章先生による

「Hybrid emergency room system導入における被ばく管
理」（演題番号：O208-HP039）です．この研究は，hybrid 

emergency room system（HERS）における放射線被ばく
管理の必要性を踏まえ，透視条件や散乱線量を測定し
て医療従事者間で知識を共有し，被ばく低減を図る取
り組みについて検討したものです．多職種が同じ空間
で働く環境では放射線被ばくのリスクが増すため，徹
底した被ばく管理が重要であると考えます．特に，透
視条件別の線量測定や散乱線分布の可視化が，医療従
事者自らの立場で被ばくリスクを具体的に理解し，安
全対策を実施できると感じました．
三つ目は，帝京大学医学部附属新宿クリニックの
東條利恵先生による「胸部 X線撮影における吸気不足
になりやすい体組成データの調査」（演題番号：O210-

HP047）です．この演題は，胸部 X線撮影における吸気
不足の原因とその対策に焦点を当てており，再撮影を
減らすための具体的な方法を示している点で関心を引
かれました．この研究を通じて，吸気不足が体組成に
影響を受けることが明らかになり，特に男性では筋肉
質な体格，女性では脂肪が多く筋肉が標準以上の体格
が関係していることを知りました．この演題によって，
撮影を行う技師が体組成の傾向を把握し，声掛けや呼

吸練習を行って吸気状態を改善できることがわかりま
した．実践的な指導につながり，再撮影の削減に寄与
できる点が非常に有益な知見だと感じました．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に現地参加する
ことができ，非常に有益な経験となりました．さらに，
初めての学会発表を行い，多くの課題点が見つかりま
した．課題点を克服できるように，今後の研究活動や
発表にこの経験を生かしていきたいと思います．また，
今回の経験を糧に放射線技術学会および医療分野の発
展に貢献するべく，努力していきたいです．

謝 辞
最後になりますが，今回学生派遣として選出してい
ただき，このような貴重な機会を与えてくださった関
係者の皆様に深く御礼申し上げます．
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学会での発表と聴講を通じて得た研究への新たな視点
藤田医科大学大学院医療科学研究科　井場元遥輝
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はじめに
私は，10月 31日から 11月 3日に沖縄で開催された
第 1回日本放射線医療技術学術大会に学生派遣として
参加し，「フォトンカウンティング技術で得られるカウ
ント画像への重み付けが物理評価に与える影響」（演題
番号：P117-KM089）という演題名で発表を行いました．

発表の際には，質疑応答を通して自身の研究に対する
多くの有益な意見をいただくことができ，大変貴重な
経験となりました．本大会では，多くの先生方の発表
を聴講し，新しい知見をたくさん得ることができまし
た．その中で特に興味深かった三つの演題を紹介しま
す．
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興味深かった演題
一つ目は，金沢大学の中道侑那先生による「臨床的
実用性を目指した近接ジオメトリ型の歯科用超高解像
度 CT装置の開発」（演題番号：O137-KP171）です．こ
の演題では，近接ジオメトリを用いて焦点検出器間距
離や拡大率を最適化するといった技術的工夫により，
従来型 CT装置では実現が難しかった高解像度な画像
を提示していました．臨床での実用性が大きく向上し
ていると感じました．特に，5%MTFが 3.50 mm−1に達
し，識別可能な最小径が 0.14 mmとなり，微細な構造
まで視認可能になった点は，画像診断の精度向上に寄
与すると考えます．また，結果を定量・定性的に示し，
説得力を高めた発表が大変参考になりました．今後，
自身の研究においても臨床応用を意識し，定量・定性
的な評価を取り入れた研究を進めていきたいと思いま
す．
二つ目は，大分県立病院の西嶋康二郎先生による

「魚骨異物検出に対する CT検査における最適管電圧の
基礎検討」（演題番号：O165-KP307）です．この演題で
は，魚骨異物の検出が難しいケースに対して，低管電
圧撮影や dual energy CT（DECT）による検出能向上の可
能性について検討されていました．結果として，低管
電圧で撮影した場合，魚骨異物の CT値が上昇し，コ
ントラストや視認性が向上することが示されていまし
た．特に，single energy CT（70 kVp）や DECT（40 keV）
では，魚骨異物の視認性が大きく改善され，タイやア
ジの魚骨で明確なコントラストが確認されました．こ
れにより，低管電圧や DECTが魚骨異物の検出能向上
に有効であることが示されていました．この発表から，
研究の目的を常に意識しつつ取り組むことの重要性を
学びました．私も，課題解決に向けて目的を見失わず
に研究を進めるとともに，得られた結果を多角的に分
析し，その意義をより多くの人に伝えられるよう努力
したいと思います．
三つ目は，東北大学の高橋優花先生による「死後 CT

画像における心臓周囲脂肪の CT値の変化：心肺蘇生
の影響」（演題番号：O121-KP101）です．私は，死亡時
画像診断に興味があるため，聴講しました．この演題
では，心臓周囲の脂肪の CT値を計測し，心肺蘇生の
有無が CT値に与える影響を検討していました．結果
として，心肺蘇生を行った場合に心臓周囲の脂肪の CT

値が有意に高くなることが示されていました．これに
より，心肺蘇生の影響を考慮しながら脂肪量や炎症を
評価する必要性が明確になり，死後診断の精度向上に
つながる知見が得られたと感じました．死亡時画像診
断が死因究明において果たす役割の重要性を改めて認
識し，この分野への関心がさらに深まりました．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に初めて発表者
として参加しましたが，発表中やセッション終了後に，
さまざまな意見や質問などを通して他者との交流が活
発に行われており，非常に貴重な場であると感じまし
た．このような経験を通じて自身の研究の課題点を見
つけ，より深いものにしていく作業を積み重ねていく
ことが大切であると感じました．今後も更に努力を重
ねて，よりよい研究や発表ができるように努力してい
きます．

謝 辞
最後になりましたが，このたび第 1回日本放射線医療
技術学術大会に学生派遣として選定していただき，貴重
な経験を与えてくださった白石順二大会長ならびに大会
実行委員会，関係者の皆様に深く御礼申し上げます．
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学会参加で得た知識と発見
茨城県立医療大学保健医療学部放射線技術学科　瀧村晃世
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はじめに
私は，2024年 10月 31日～11月 3日に沖縄コンベ
ンションセンターで開催された第 1回日本放射線医療
技術学術大会に学生派遣として参加し，「モンテカル
ロシミュレーションを使用したマンモグラフィ装置の
X線エネルギースペクトルの推定」（演題番号：O172-

KP340）という演題で発表を行いました．いただいた質
問から新たな知見を得ることができました．また，他
の先生方の演題発表を聴講し，さまざまな知識を学ぶ
ことができました．本大会では自身の研究している分
野に近い，シミュレーションを使用している研究発表
を中心に聴講しました．その中でも特に印象に残った
3演題について報告いたします．

興味深かった演題
一つ目は，九州大学大学院の田淵麻央先生の「Ray 

tracingを利用した X線透視室内のリアルタイム散乱線
分布表示システムの開発と精度検証」（演題番号：O130-

KP137）です．こちらの演題では，空間の光の挙動を
瞬時に計算する ray tracingを用いて，Cアーム型 X線
透視装置の散乱線可視化アプリを開発し，計算精度の
検証を行っていました．発表内では，モンテカルロシ
ミュレーションを用いた散乱線の可視化にも言及され，
計算時間の長さが欠点であることが述べられました．
私の研究でもモンテカルロシミュレーションを使用し
ており，計算に時間がかかるという課題を経験してい
るため，ray tracingが瞬時に計算できるという点にお
いて非常に魅力的に感じられました．しかし，発表内
で指摘されていたように，計算時間が短い分，精度で
はモンテカルロシミュレーションに劣るという問題点
もあるため，シミュレーションにおいては精度と計算
時間のトレードオフを考慮しなければならないと感じ
ました．さらに，発表スライドが非常にわかりやすく，
三次元的な散乱線分布を視覚的に示す工夫がなされて
おり，自分自身のスライド作成の参考にしたいと感じ
ました．
二つ目は，九州大学大学院の檜作響子先生の「Virtual 

reality技術を使用した X線透視時の散乱線の方向ベク
トルの可視化」（演題番号：P114-KM071）です．こちら
の演題では，X線室内の散乱線分布と，散乱線の進行
方向を VR空間上に三次元的に可視化しており，防護
板の配置方法を視覚的に理解できるよう示されていま

した．この視覚的に表すという点が，放射線防護や被
ばく線量管理の観点からとても分かりやすく，自身の
研究にも生かせないかと考えました．私の研究では散
乱線は取り扱っていませんが，こうした技術があれば，
放射線防護においてさらに具体的で効果的な対策が立
てられると考えました．
三つ目は，福井大学医学部附属病院の西山かえで先
生の「線量管理システムで収集した情報を用いた平均
乳腺線量に影響を与える因子の分析」（演題番号：O131-

KP145）です．収集したマンモグラフィ装置の線量情報
から平均乳腺線量に影響を与える因子を分析するとい
う研究で，影響を与えるのはほとんどが被験者側の要
素であるという結果でした．私の研究にも通じる部分
があって非常に参考になり，今後の研究で，平均乳腺
線量に影響を与える要素をより詳細に検討する際に役
立つと感じました．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に学生派遣とし
て参加し，多くの先生方の研究発表を聴講することで，
多くのことを学びました．また，自身では初めてとな
る発表も行いました．学生のうちに演題発表ができた
のは貴重な経験であり，自身の成長に大きくつながっ
たと思います．今回の経験を生かして，今後の研究活
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動等に積極的に取り組んでいきます．さらに，得られ
た知識を臨床現場でも生かせる診療放射線技師を目指
します．

謝 辞
最後になりましたが，第 1回日本放射線医療技術学
術大会の学生派遣に選出していただき，このような機
会を与えてくださった日本放射線技術学会の関係者の
皆様に深く御礼申し上げます．
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ゲル線量計についての新たな発見
茨城県立医療大学保健医療学部放射線技術科学科　一石歩菜
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はじめに
私は，2024年 10月 31日～11月 3日に沖縄コンベン

ションセンターにて開催された第 1回日本放射線医療
技術学術大会に学生派遣として参加し，「新しいポリ
マーゲル線量計の開発：造影剤添加の効果について」
（演題番号：O157-KP267）という演題で発表を行いまし
た．初めての発表でしたが，非常に良い経験となりま
した．また，学術大会への参加は本大会で 2回目でし
たが，学術大会の雰囲気や自身の研究分野の発表内容
を理解したうえで，多くの先生方の発表や講演を聴講
し，新たな知見を豊富に得ることができました．本大
会では，自身の発表内容に関連する放射線治療の線量
評価や，MRIの分野の研究発表を中心に聴講しました．
その中でも特に興味深かった三つの演題を紹介します．

興味深かった演題
一つ目は，東京医科歯科大学病院の齋藤優樹先生に
よる「PVA-Iゲル線量計による RALSの線量分布取得の
試み」（演題番号：O128-KP130）です．こちらの演題で
は，PVA-Iゲル線量計を使用して RALSの線量分布を確
認し，線量直線性があることや，誤差が生じた原因を
示していました．私の研究で使用したポリマーゲル線
量計は，ラジカル重合反応を利用した線量計で，再利
用はできません．本演題で使用されていたゲル線量計
は，それとは異なる原理を利用しており，さらに加熱
によるアニーリングを行うことで再利用が可能である
点が非常に興味深かったです．本演題では，PVA-Iゲル
線量計の組成や線量読み取りに要する時間，アニーリ
ングによる測定精度への影響などが示されていなかっ
たため，さらに詳しく勉強してみたいと感じました．
二つ目は，北里大学の長澤翼先生による「Optical-

emission computed tomographyシステムによる蛍光ゲル
線量計の 3次元線量分布測定」（演題番号：O151-KP241）
です．こちらの演題では，新たに開発されたシステム
による蛍光ゲル線量計の 3次元線量分布測定を実施し，
短時間かつ高空間分解能による読み取りや，3次元的

な吸収線量の定量評価が可能であることが示されてい
ました．本演題でも，上記 2種のゲル線量計とはまた
異なる原理のゲル線量計を使用している点が興味深く，
また MRI装置以外を使用したゲル線量計の線量読み取
りに関する知見も深めることができました．
三つ目は，総合病院土浦協同病院の清水初音先生に
よる「新しい T1，T2値の推定方法を用いた MRIファン
トムの開発」（演題番号：O119-KP090）です．こちらの
演題では，ファントムの材料の緩和能を用いた新しい
T1，T2値の推定方法を提案し，高い精度で任意の T1，
T2値を有する MRIファントムを作成できる可能性が
示唆されていました．私の研究でも，MRI用造影剤を
使用したポリマーゲル線量計を作製しているため，非
常に興味深かったです．今回は単一の造影剤と凝固剤
（寒天）の検討のみでしたが，凝固剤の種類を変えた際
の影響や，ファントム材料の種類が増加した時の推定
精度への影響が気になり，今後検討されていくことを
期待したいと思います．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加したこと

Photo 会場前にて
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で，新たな知識や技術を学ぶことができました．また，
多くの先生方の演題発表を聴講し，自身の研究発表に
対する意欲も高まりました．今回得た学びを臨床に出
てからも活かすことができるよう，より一層勉学に励
んでいきたいと思います．

謝 辞
最後になりましたが，第 1回日本放射線医療技術学
術大会への学生会員派遣に選出していただき，大変貴
重な機会を与えてくださった白石順二大会長ならびに
本大会実行委員会，日本放射線技術学会の関係者の皆
様に深く御礼申し上げます．
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第 1回日本放射線医療技術学術大会で得た新たな知見
茨城県立医療大学保健医療学部放射線技術科学科　橘 道正
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はじめに
私は，2024年 10月 31日から 11月 3日に沖縄コンベ

ンションセンターにて開催された第 1回日本放射線医
療技術学術大会に学生会員派遣として参加し，「モンテ
カルロシミュレーションを使用した X線透視装置のエ
ネルギースペクトルの推定」（演題番号：OP158-KP271）
で口述発表いたしました．学会での口述発表は初めて
であり，とても緊張しましたが，自身の研究に対して
のアドバイスを多くの方々からいただき，とても貴重
な経験となりました．また，放射線のシミュレーショ
ンに関するセッションに積極的に参加し，シミュレー
ションについての学びを深めることができました．今
大会で興味深かった三つの演題について以下に紹介い
たします．

興味深かった演題
一つ目は，九州大学大学院の田渕麻央先生による

「Ray tracingを利用した X線透視室内のリアルタイム
散乱線分布表示システムの開発と精度検証」（演題番
号：O130-KP137）です．こちらの演題では，散乱線を
可視光と見立て，Cアーム型 X線透視装置の散乱線可
視化アプリを開発し，精度検証を行っていました．Ray 

tracingより Monte Carlo法の方が精度が高いということ
でしたが，計算時間が長く，防護板の移動による散乱
線の分布の変化の検証に適していないという問題点が
あります．一方，ray tracingは計算時間が短く，状況を
すぐに可視化できるという利点があり，臨床での有用
性は高いと感じました．自身の研究でも Monte Carlo法
を使用していますが，計算時間が長いため，計算条件
変更後にすぐに結果が得られないのはデメリットに感
じていました．その点で，今回開発された ray tracing

を使用したシステムは，臨床現場において実用性が高
いと感じました．また，動画を挿入するなど，見る側
が理解しやすい工夫がされており，今後の自身のスラ
イドでも活かしたいと思いました．

二つ目は，九州大学大学院の境真由先生による「可
搬型半導体放射線可視化カメラによる X線透視での
散乱線源のイメージングの検討」（演題番号：O158-

KP272）です．この演題では，可視化カメラを使用して
散乱線の様子をリアルタイムイメージングすることで，
散乱線源の分布とその強弱を確認でき，適切な防護板
の位置を把握することが可能であることが示されてい
ました．防護板を動かした後の散乱線分布の様子がリ
アルタイムで確認できるため，臨床における術者の散
乱線防護方法の検討に役立つと感じました．この演題
では患者からの散乱線分布がイメージングされていま
したが，散乱線はさまざまな方向から入射されるため，
他の方向からの影響が今後の検討事項として挙げられ
ていました．自身の研究においても反映していこうと
思いました．
三つ目は，九州大学大学院の檜作響子先生による

「Virtual reality技術を利用した X線透視時の散乱線の
方向ベクトルの可視化：Visualization of  directional vec-

tors of  scattered rays during X-ray fluoroscopy using Virtual 

Reality technology」（演題番号：P114-KM071）です．こち
らの演題では，Monte Carlo法である particle and heavy 

ion transport code system（PHITS）を用いて，Cアーム型
X線透視撮影装置による X線透視時の透視室内のフル
エンス分布と周辺線量当量分布をシミュレーションし
ていました．VR空間上で，散乱線の進行方向が三次元
的に可視化されているため，散乱体の発生方向を感覚
的に捉え，防護板の適切な配置方法を理解できるので，
臨床現場においても重宝されるのではないかと考えま
した．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加し，多く
の先生方の研究発表を聴講することで，新しい知見を
得ることができました．また，自身の研究の方向性を
見直せる有意義な経験となりました．本大会で学んだ
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スライド構成，プレゼンテーションスキルを活かし，
今後の発表に役立てたいと思います．

謝 辞
最後になりましたが，第 1回日本放射線医療技術学
術大会の学生会員派遣に選出いただき，貴重な機会を
与えてくださった日本放射線技術学会の関係者の皆様
に，この場を借りて心より御礼申し上げます．
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学会で得た新たな学びとこれからの目標
茨城県立医療大学保健医療学部放射線技術科学科　古谷知博
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はじめに
私は，2024年 10月 31日～11月 3日に沖縄コンベン

ションセンターにて開催された第 1回日本放射線医療
技術学術大会に学生会員派遣として参加し，「3Dスキャ
ナーを用いた X線透視装置再現システムの構築」（演題
番号：P114-KM072）という演題で電子ポスター発表を
行いました．私にとって初めての学会発表であり，貴
重な経験となりました．私は放射線防護に関する研究
を行っているため，その内容に関連した演題発表を中
心に聴講し，今後の研究活動に生かせるような多くの
知見を得ることができました．その中でも，特に興味
深かった三つの演題を以下に報告します．

興味深かった演題
一つ目は，九州大学大学院の野口昴生先生による

「AR技術を利用したモバイル Cアーム透視装置および
CT装置の散乱線可視化による放射線防護アプリケー
ションの作成」（演題番号：O130-KP139）です．この演
題では，AR機能を利用することで，自分の見たい角
度から簡便に視覚的に散乱線を見ることが可能となり，
被ばくの低減につながることが示されていました．ま
た，ボディトラッキングにより人体の測定したい部位
の線量を定量的に評価でき，放射線業務従事者の被ば
く線量の評価につながることが示されていました．発
表スライド内では，アプリケーションを実際に使用し
た際の動画が使用されていて，聴衆が理解しやすい工
夫がされており，非常に興味深く引き付けられる内容

で印象深かったです．
二つ目は，東北大学病院の古川未来先生による「頸
椎整復術における側面透視時の空間散乱線量分布の基
礎検討」（演題番号：O131-KP146）です．この演題では，
側面透視時における空間線量分布の作成結果から，散
乱体からの距離の影響により，床からの高さが 100 cm

よりも 150 cmの方が線量が低減することが示されてい
ました．床からの高さが 150 cmの場合は，人の水晶体
の高さとほぼ同等の高さであるとされていて，水晶体
防護研究の発展に寄与する内容であり，放射線防護の
分野において非常に有用であり勉強になりました．
三つ目は，弘前大学大学院の渡辺集先生による「CT

における 3Dプリンタを用いた低コントラスト分解能評
価用ファントムの基礎的検討」（演題番号：O135-KP161）
です．ファントム内のフィラメントの充填パターンや
充填率を変化させることで，CT値が変化することを示
していました．私も 3Dスキャナを利用した研究をして
いるため，充填パターンや充填率を考える上で非常に
参考になる発表でした．私の研究は，X線透視装置の
外観モデルを 3Dスキャンし，3Dモデルとして再現し
たのみでしたが，同様に内部も 3Dスキャナを使用して
作成し，より実物に類似した 3Dモデルを作成すること
ができると考え，これから研究する上で非常に参考に
なる発表でした．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加し，自身

Photo 会場前にて
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で発表したり，多くの先生方の発表を聴講することに
より，多くの経験や知見を得ることができました．私
の研究内容に類似した内容の発表もあったので，今後
の研究を進めていく上で非常に有用な時間となりまし
た．また，聴講した研究内容を参考にし，今後の自分
の研究の方向性を見つめ直す貴重な機会となりました．
今大会で得た経験と知見を生かして，大学院進学後も
研究活動に励んでいきたいと思います．

謝 辞
最後になりましたが，第 1回日本放射線医療技術学
術大会への学生会員派遣に選出していただき，大変貴
重な機会を与えてくださった白石順二大会長ならびに
本大会実行委員会，日本放射線技術学会の関係者の皆
様に深く御礼申し上げます．
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マンモグラフィについて学術大会で学んだこと
茨城県立医療大学保健医療学部放射線技術科学科　村田桃子
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はじめに
私は，2024年 10月 31日から 11月 3日に沖縄コンベ

ンションセンターで開催された第 1回日本放射線医療
技術学術大会に，学生会員派遣として参加しました．
学術大会への参加は今回で 2回目であり，前回以上に
積極的に発表を聴講し，より多くの新たな知識を得る
ことができました．私はマンモグラフィに関する研究
を行っており，今回の大会では多くの先生方がマンモ
グラフィに関する発表をされていたため，非常に貴重
な学習の機会となりました．特に興味深かった三つの
演題を報告いたします．

興味深かった演題
一つ目は，東京都立大学の飯尾彩恵香先生による

「乳房用 X線装置に対応した半導体線量計の開発」（演
題番号：O172-KP337）です．本演題では，線量管理を
目的とし，低エネルギーに対応した半導体線量計が開
発されていました．この簡易線量計は価格が 5万円程
度と非常に安価でありながら，精度が高く，非常に優
れていると感じました．特に，半導体検出器のカバー
に穴を開けて感度を向上させることで，乳房 X線装置
のエネルギーに適した線量計にするという発想と技術
には驚かされました．マンモグラフィの線量測定には
平行平板型線量計が用いられますが，こちらの半導体
線量計はその代替となり得るのかが気になりました．
また，スライドが非常に分かりやすくまとめられてお

り，今後のスライド作成の参考にしたいと思いました．
二つ目は，福井大学医学部附属病院の西山かえで先
生による「線量管理システムで収集した情報を用いた
平均乳腺線量に影響を与える因子の分析」（演題番号：
O131-KP145）です．本演題では，20歳以上の女性を対
象とした 2Dマンモグラフィ検査において，平均乳腺
線量に影響を与える因子として，乳腺密度などの被検
者の個別要素が大きいことを明らかにされていました．
この発表を聴講するまでは，乳房を圧迫すればするほ
ど乳腺線量が減少すると思い込んでいましたが，圧迫
圧による影響は予想以上に小さく，必要以上に圧迫し
ても大きな変化はないことが分かり，非常に驚きまし
た．また，マンモグラフィ検査における被ばく線量が
個人差によって大きく異なることを知り，大変興味深
く感じました．制限事項として話されていた，実際の
撮影画像による評価を今後ぜひ見てみたいと感じまし
た．
三つ目は，東京都立大久保病院の松本裕治先生によ
る「多施設における簡易形線量計を用いた乳房用 X線
装置の精度管理」（演題番号：O172-KP338）です．本演
題では，ターゲットとフィルタの組み合わせが変わる
ことで出力特性が変化することが示されていました．
私の研究では Moおよび Rhターゲットしか使っていな
かったため，ターゲットをWに変更することで線量率
が低下するという事実を知り，今後の研究ではWター
ゲットも使用してみたいと考えました．また，メーカ

Photo 会場前にて
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ごとに装置の出力特性が異なることが明らかにされ
ていました．私の研究では 1台のマンモグラフィ装置
のみを使用して線量分布を取得したため，他の装置や
メーカで同様の実験を行った場合，異なる結果が得ら
れる可能性があることに気づかされました．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加し，多く

の先生方の研究発表を聴講したことで，自身の研究に
つながる新たな知見を得ることができました．特に，
マンモグラフィに関するさまざまなアプローチや技術
は，私自身の今後の研究に大いに活かせると感じてい
ます．私は今後もマンモグラフィに関する研究を続け
ていきたいと考えているため，今大会で得られたマン
モグラフィに関する知識や気づき，プレゼンテーショ
ンにおける発表方法やスライド構成などを生かし，今
後も研究活動に励んでいきたいと思います．
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CTに関する革新的な研究および自身の研究への応用
弘前大学大学院保健学研究科　渡辺 集
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はじめに
10月 31日より沖縄にて開催された第 1回日本放射線

医療技術学術大会に学生派遣として参加した．本学会
を通じて主に自身の研究分野である CTに関する演題
発表を傾聴した．そこで特に興味を抱いた演題三つを
以下に報告する．

興味深かった演題
一つ目は，小樽掖済会病院の佐藤哲太先生による

「人工知能技術を用いた大腸 CTにおける隆起性病変の
自動検出に向けた試み」（演題番号：O137-KP173）であ
る．CT画像の読影は目視によって行われるため，知識
や経験不足，また疲れなどの体調面の変化により重大
な病変を見落としてしまう可能性がある．私は人工知
能技術が病変部を自動で検出し，強調表示を行うこと
で読影の補助的役割を担うことができないかと考えて
いた．本演題では，大腸 CT検査における隆起性病変
に着目し，人工知能技術を用いて大腸 CT検査後の VE

と MPRをフュージョンさせた画像を深層学習させ，そ
の検出精度を評価していた．臨床上指摘が必要となる
サイズの隆起性病変を指摘できており，誤検出も少な
いという結果が得られていた．人工知能技術により，
CT画像における病変を自動で検出できる可能性がある
ことを学んだ．本演題では大腸 CTの隆起性病変につ

いて深層学習を行っていたが，他の部位における病変
を学習させることが可能か，またその検出精度はどの
程度なのかを検討してみたいと感じた．今後，頭部 CT

における脳梗塞や脳出血などの病変に対して，本演題
で得た知識を活かして深層学習および検出精度評価を
行ってみたい．
二つ目は，東北大学病院の郷内優作先生による

「Metal artifact reductionアルゴリズム適用による偽動
脈瘤の検討：自作ファントムによる評価」（演題番号：
P120-KM102）である．本演題では，樹脂製ロッドに脳
動脈瘤用クリップを装着することで脳動脈クリッピ
ング術後の環境を模擬した自作ファントムを作製し，
MARを適用した頭部 CTAにおいて偽動脈瘤が生じる
可能性について，先行研究をもとに検討を行っていた．
ファントム内部は，クリッピング部の固定および脳実
質の CT値の再現のためにヨーグルトで満たしていた．
ヨーグルトは CT値が 40 HU程度であり，脳実質の CT

値に近似した値をとるということを学んだ．私は現在，
頭部 CT用低コントラストファントムの開発を行って
おり，作製した頭部ファントムの性能評価について
バックグラウンドに水を採用して評価を行っている．
しかし，本演題より，バックグラウンドをヨーグルト
として脳実質を模擬することで，より臨床に近い状態
で低コントラスト分解能を評価できるのではないかと
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考えた．今後ファントムの開発を行う際は，臨床に近
づけた検討を行えるよう，バックグラウンドの試料を
模索してみようと考える．
三つ目は，金沢大学の加藤彩良先生による「Deep 

learning再構成の画像特徴を模擬するルールベース画
像処理による CT画像のノイズ低減」（演題番号：O138-

KP178）である．CTにおける DLR再構成法は従来のも
のに比べ大幅にノイズを低減することができる．しか
し，ノイズの処理過程が不明であり，特定の部位や撮
影法において DLRを適用することで，ノイズ低減効果
に伴う欠損などが発生してしまうのではないかと疑問
に思っていた．本演題では，画像の処理アルゴリズム
が明確な再構成法を提案しており，DLRと同等なノイ
ズ低減効果を有していた．仮に再構成で得られた画像
に何らかの問題が生じた場合，DLRでは処理過程が不
明であるため，原因の究明が困難である．これに対し
提案法では処理過程が明確であり，処理中のどこで問
題が生じたのかを究明しやすい．本演題では腹部 CT

の分野に対して検討を行っていたので，他分野でも活
かせるのか知りたいと感じた．例えば頭部に応用した
場合，微小出血などの小さい病変を精細に描出が可能
なのかなど，本演題を参考にし，自分の研究にも取り
入れてみたいと感じた．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加したこと
で，自身の研究分野はもちろん他分野について知識を
得ることができ，非常に有意義な時間を過ごせた．今
回得た知識を活用し，現在行っている研究の発展およ
び新たな研究を進行させ，その成果を次の学会で発表
できるよう努めていきたい．
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放射線防護で得た新たな視点について
茨城県立医療大学保健医療学部放射線技術科学科　永田沙香栄
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はじめに
このたび，私は 2024年 10月 31日～11月 3日の 4日

間，沖縄コンベンションセンターにて開催された第 1

回日本放射線医療技術学術大会に参加いたしました．
学会への参加は 2024年 4月 11日～14日にパシフィコ
横浜にて開催された第 80回日本放射線技術学会総会学
術大会に続いて 2回目となります．私は，放射線防護
の研究を行っており，さまざまな先生方の発表を聴講
する中で，自身の研究に対してだけではなく，スライ
ドの作り方などを含めてさまざまなことを学びました．
以下に，特に興味深かった三つの演題を報告します．

興味深かった演題
一つ目は，東北大学病院の古川未来先生による「頸
椎整復術における側面透視時の空間散乱線量分布の基
礎検討」（演題番号：O131-KP146）です．この演題では，

電離箱式サーベイメータを用いた Hybrid ERでの空間
散乱線分布を作成しており，術者や医療スタッフの立
ち位置ごと，高さごとで比較していました．術者は防
護具を使用し，介助者は立ち位置に注意することで被
ばくの低減が可能であるとの具体的な対策が挙げられ
ており，大変わかりやすい発表でした．さまざまな最
新機器での空間散乱線量分布を評価することは，大学
病院ならではの研究で，術者の放射線防護教育に大い
に貢献できると感じました．
二つ目は，九州大学大学院の田渕麻央先生による

「Ray tracingを利用した X線透視室内のリアルタイム散
乱線分布表示システムの開発と精度検証」（演題番号：
O130-KP137）です．この演題は，ray tracingという 3D

ゲーム等で用いられる可視光のシミュレーション技術
を応用し，散乱線を可視化するという内容でした．開
発されたアプリはモンテカルロ法と比較して計算精度
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は劣るものの，傾向としては同様の結果になっており，
このアプリを使用すれば誰でも手軽に散乱線の挙動を
評価することができる点が魅力的でした．この技術が
普及すれば，放射線防護教育の幅が広がると強く感じ
ました．さらに，発表スライドのわかりやすさに感動
しました．中でも，使用ソフトの性能を活かし，任意
のスライスの三次元散乱線分布を可視化した動画をス
ライドに埋め込んで説明していた点が印象的でした．
私自身，三次元空間線量の可視化というテーマで研究
に取り組んでいますが，三次元の空間線量分布を平面
で評価することが難しく，スライドの作り方に苦戦し
ていたため，とても参考になりました．
三つ目は，鹿児島生協病院の前原邦章先生による

「看護師を対象とした『診療用放射線の安全利用のため
の研修』教材の検討」（演題番号：O206-HP028）です．
この演題は，看護師向けのオリジナルの放射線研修動
画教材の作成において，基礎知識を重視した内容かつ
イラストを交えながら，放射線を利用する診療現場と
受講内容を関連づけることで教育効果を高めることが
でき，受講者が放射線に関する理解を深められたとい
う内容でした．放射線防護教育において，臨床現場で
は，診療放射線技師は検査を行うだけでなく，院内の
被ばく管理を行うことも重要な仕事だと改めて感じま
した．仮に私が教材を作成する際も，この演題を参考
にし，わかりやすい図を使用しながら多職種の放射線
防護に対する意識の向上に貢献できるようになりたい
と感じました．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会では，主に放射

線防護分野の研究をされている先生方の発表を聴講し
ましたが，新たな知識を得ることができ，とても有意

義な 4日間を過ごすことができました．今大会を通し
て，取得したデータをわかりやすく可視化し，それを
基にした放射線防護教育を長期的に考えることが，術
者や医療スタッフの被ばく低減に役立つということを
学びました．私は診療放射線技師として入職した後も，
積極的に研究活動に挑戦していきたいと考えています．
学術大会で得た学びを臨床でも活かせるよう，今後も
研究や勉学に励んでいきたいと思います．

謝 辞
最後になりましたが，第 1回日本放射線医療技術学
術大会の学生派遣に選出していただき，貴重な経験を
与えてくださった日本放射線技術学会の関係者の皆様
に心より御礼申し上げます．



初めての学会発表による成長と課題の発見
福島県立医科大学保健科学部診療放射線科学科　大場茜璃
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はじめに
私は，第 1回日本放射線医療技術学術大会に学生派

遣として参加し，「脳脊髄液漏出症のMRI検査の実態
調査」（演題番号：P102-KM007）というテーマで発表を
行いました．初めての学会発表ということもあり，発
表と質疑応答を通じて，自身の研究の方向性やアプ
ローチを改めて見直す良い機会となりました．発表後
には，熟練の技師の方からご質問いただき，座長の方
からも貴重なご感想をいただきました．今後の研究に

大変参考になるお言葉を頂戴できたことに，大変感謝
しております．また，自分の発表に興味を持っていた
だき，学生ではなく一研究者として扱っていただけた
ことは，自身の成長を感じる貴重な経験となりました．
さらに，自身の研究テーマである MRIに限らず，さま
ざまな分野の発表を聴講し，研究への大きなモチベー
ションを得ることができました．その中でも特に印象
に残った三つの演題について，以下に報告します．
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興味深かった演題
一つ目は，新潟医療福祉大学の児玉直樹先生によ
る「認知症に関する画像診断の基礎知識」（演題番号：
EC05-01）です．近年，アルツハイマー型認知症の治療
薬の登場や認知症に関する法の策定など，認知症に関
する話題に触れる機会が増えており，この分野の知識
を深めたいと考え聴講しました．講義の中で，認知症
の中には治療可能なタイプも存在する一方で，神経萎
縮を伴う認知症は治療が難しいことがわかっている，
とありました．ただし，中核症状の進行を完全に止
めることは難しいものの，行動・心理症状（BPSD）は
周囲の対応や薬物療法である程度コントロール可能で
あることを学びました．認知症治療の方針としては，
BPSDを適切に管理することで中核症状の進行をでき
るだけ遅らせることが重要であるとのことです．また，
軽度認知障害（MCI）の段階で治療介入を行うことが認
知症予防に有効であることも学び，これまであまり知
識のなかった認知症予防に関する理解が深まる大変有
意義なセミナーでした．
二つ目は，福島県立医科大学の山品博子先生による

「ラオス首都ビエンチャンの公立病院における放射線診
療資源の現状と課題」（演題番号：O156-KP262）です．
この演題は，国内ではなく国際的な活動に関するもの
で，私もいずれ国際的に活動したいと考えているため
聴講しました．内容は，ラオスにある五つの基幹病院
の訪問調査結果の報告でした．各モダリティの装置は
設置されているものの，故障や修理のために稼働して
いないものも多くあるという現状が衝撃的でした．ま
た，装置の管理体制や教育が不十分であることも指摘
されており，今後の改善に向けた取り組みが期待され
ると感じました．
三つ目は，新潟医療福祉大学大学院の大石美鈴先生
による「RS-fMRIを用いた ASMRとクラシック音楽に
おける脳の機能的結合の比較検討」（演題番号：O123-

KP109）です．fMRIは私が所属する研究室の先生の専門
分野であり，ASMRにも以前から興味があったため聴
講しました．ASMRとクラシック音楽のどちらにもリ
ラックス効果があることは自分でも体感していました

が，それらを聞いた際の脳の機能的結合を分析する研
究は初めて見たのでとても面白い研究だと感じました．
実際に ASMRとクラッシック音楽では異なる情報処理
によってリラックス効果をもたらすとのことで，今後
この研究が臨床でどのように応用されるのか注目した
いです．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会への参加を通し
て，自身の卒業研究での取り組みを全国の診療放射線
技師の皆様に広く知ってもらい，MRIで脳脊髄液漏出
症を実際に撮像されている技師諸兄から貴重なフィー
ドバックを得るという目標を達成できたと感じており
ます．それと同時に，自分の勉強不足も自覚しました．
本大会で与えられた知識や気づきを忘れずに，今後の
研究や次の発表に活かしたいと思います．

謝 辞
最後になりましたが，第 1回日本放射線医療技術学
術大会に学生派遣として参加する機会を与えてくだ
さった日本放射線技術学会の関係者の皆様に深く御礼
申し上げます．
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核医学を深く学ぶ
弘前大学大学院保健学研究科　薦田大成
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はじめに
私は，第 1回日本放射線医療技術学術大会に学生会

員派遣として参加し，「連続的な欠損変化を有する心筋

PETファントムを用いた再構成条件の最適化」（演題番
号：O170-KP327）という演題で口述発表を行いました．
学術大会への参加は今大会が初めてであり，学会の雰

Photo 会場前にて（筆者は右）



53

Vol. 81 No. 3 Mar 2025

囲気に緊張しながらも，核医学に関する演題を中心に
さまざまな演題を聴講しました．その中でも特に印象
に残った三つの演題を紹介します．

興味深かった演題
一つ目は，福島県立医科大学保健科学部診療放射線
科学科の宮司典明先生による「学術研究班報告：177Lu-

DOTAT ATE画像における dosimetryの標準化に向けた
多施設共同研究」（演題番号：O113-KP063）です．2021

年に日本で臨床応用された 177Lu-DOTAT ATEを使用
した dosimetryの研究は，近年多くの先生方が行っ
ており，私の所属している研究室でも行っています．
Dosimetryにて吸収線量を算出する際にはさまざまな手
段やツールがありますが，施設間で算出された吸収線
量にばらつきが生じてしまうという問題があります．
本研究では，dosimetryの標準化を行うことで施設間変
動を低減することを目指し，施設間変動の要因につい
て検証していました．結果として，VOI設定の方法や
算出方法の違いが施設間変動に影響していました．具
体的には，VOI設定をマニュアルから決定した VOIの
配布に切り替えることで，臓器の体積における施設間
変動は低減し，算出方法を MIRD法から Monte Carlo

（MC）法に変更することが施設間の吸収線量の変動に
大きな影響を与えていると報告されていました．MIRD

法と MC法はどちらも線量計算や評価に用いられる主
要な方法ではありますが，MIRD法は不均一性や臓器の
変形には対応できないため，標準化には MC法の使用
が必要不可欠であると説明されていました．こうした
dosimetryに関する研究は核医学分野でも近年トレンド
となっており，所属研究室で取り扱っているテーマで
もあるため，今回報告されていたことを参考にしてい
きたいと思います．
二つ目は，筑波大学附属病院放射線部の増渕正輝
先生による「Lu-177核医学治療における吸収線量計算
のための GUIソフトウェアの開発」（演題番号：O113-

KP060）です．一つ目に挙げた演題と同様 177Luを使用し
た核医学治療に関する演題なのですが．ソフトウェア
開発という点に興味を持ちました．他の先生方の演題
でもお話しされていたのですが，撮影回数やエンドポ
イントが吸収線量計算に大きな影響を与える重要な因
子であり，それらを自由に設定することを可能として
いる本研究のソフトウェアは，今後の吸収線量計算の
研究に大きく貢献していくと感じました．また，本研
究のソフトウェアは Pythonというプログラミング言語

を使用して作成されており，私自身も現在 Pythonを勉
強中で今後の研究活動で活用していきたいと考えてい
たため，このような演題は核医学領域に限らず注目し
ていきたいと思います．
三つ目は，群馬県立県民健康科学大学診療放射線学
部の志賀まなみ先生による「177Luイメージングにおけ
る定量値の位置依存性と後処理フィルタの関係」（演題
番号：O169-KP324）です．NEMAボディファントムを
使用した研究であり，体積の小さい Hot球だと位置依
存性の影響を大きく受けるが，後処理フィルタにて位
置依存性を低減できること，またフィルタによる定量
値の低下を部分容積効果補正（PVC）の適用が必要で
あることがわかりました．私自身の研究もファントム
を使用しており，位置依存性の検討は行っていなかっ
たため参考にさせていただきたいと思います．ただ，
PETでは SPECTほど位置依存性の影響は受けないと考
えられるため，その点を考慮しながら条件の設定や評
価をする必要があると考えます．

おわりに
JSRTの学会に初めて参加し，大変貴重な経験をさせ
ていただきました．特に口述発表の際にいただいた多
くのご意見は，今後の研究活動の指針となるものばか
りでした．次回以降の JSRTの学会にも積極的に参加さ
せていただき，研究者としてのさらなるレベルアップ
を目指したいと思います．

Photo 会場前にて



54

日本放射線技術学会雑誌



学術大会での学び
九州大学大学院医学系学府保健学専攻　Hyojin Lee
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はじめに
私は，第 1回日本放射線医療技術学術大会に学生派

遣として参加し，「高感度 CMOSカメラを用いた X線
CT検査時の散乱線源の可視化による放射線防護対策の
検討」（演題番号：P114-KM070）という演題名で電子ポ
スター発表を行いました．その際には，多くの方から
貴重なご意見やご質問をいただき，大変貴重な経験を
得ることができました．また，自分の興味のある分野
である放射線防護に関する演題を中心に聴講いたしま
した．その中でも特に興味深かった三つの演題につい
て紹介いたします．

興味深かった演題
一つ目は，自治医科大学附属病院の石原寛明先生に
よる「吊り下げ式 X線防護具と X線防護メガネの防護
効果の比較および同防護具の設置位置・検査に対する
影響の検証」（演題番号：O115-KP073）です．この研究
は，吊り下げ式防護具は防護メガネより高い防護効果
が期待でき，防護具は介助者と散乱線の原因であるガ
ントリの間に設置する必要があるという内容でした．
私の研究は，X線 CT撮影時の散乱線源を可視化すると
いうものです．この演題を聴講し，吊り下げ式の防護
具を設置して可視化した場合にどうなるか，またガン
トリから主に散乱線が発生するという内容から，次は
ガントリ周辺の散乱線の可視化に挑戦してみたくなり
ました．
二つ目は，茨城県立医療大学大学院の佐々木幸大先
生による「CADデータを使用したモンテカルロシミュ
レーションによる X線透視室の空間線量分布の算出」
（演題番号：O130-KP138）です．深度カメラを用いて体
型を撮影し，そのデータを CADデータ化して PHITSに
読み込む手法について発表されました．私の研究でも
モンテカルロシミュレーションである PHITSを用いて
いますが，PHITSのコード作成の際に体型データから
エラーが発生することがよくあります．コードを手作
業で作成しているため，気づいていないエラーが潜ん
でいる可能性もあります．そのため，この研究で示さ
れたように，CADデータ化により体型データを再現し
て PHITSの計算を行い，X線透視室の空間線量分布の
算出まで可能であれば，再現性や精度の向上が期待で
きる点が非常に興味深いと感じました．体型の厚さ設
定や装置内部の形状の再現性についても関心が高まり，

この手法が私の研究に応用できるのではないかと考え
ました．
三つ目は，東海大学医学部付属病院の小野寺紘哉先
生による「X線撮影介助者の被ばく低減に向けたアプ
ローチ：モンテカルロシミュレーションによる散乱線
分布解析」（演題番号：P209-HM044）です．この研究は，
X線撮影時に患者から発生する散乱線の挙動をモンテ
カルロシミュレーションで可視化し，効果的な放射線
防護手法を実践することを目的としたものです．この
研究は，私の研究とも共通点があり，特に T-pointを用
いて空間全体の散乱線フルエンス分布を可視化した点
が非常に興味深く参考になりました．私も T-pointタ
リーを活用する方法を検討してみようと思いました．

おわりに
第 1回日本放射線医療技術学術大会に参加したこと
で，自分の研究分野に限らず，多くの知識や新しい技
術を学ぶことができ，視野を広げることができました．
特に，今回の発表を通して，私の研究を発展させるた
めにどのような方向に進めばよいのかを改めて考える
機会となりました．しかし，学術大会で発表される内
容は常に新しいため，それらを理解し自分のものとす
るために，今後も幅広い知識を得られるよう努めてい
きたいと感じました．

Photo 会場前にて
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